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詮（せん）ずるところ学問は、ただ年月長くうまず怠らずして、はげみつとむるぞ肝要にて、学びやうは、い
かやうにてもよかるべく、さのみかかはるまじきことなり。いかほど学びかたよくても怠りてつとめざれば、功は
なし。人々の才と不才によりて、その功いたく異なれども、才不才は生まれつきたることなれば、力に及びが
たし。されどたいていは、不才なる人といへども、怠らずつとめだにすれば、それだけの功はあるものなり。ま
た晩学の人も、つとめはげめば、思ひのほか功をなすことあり。また暇(いとま)のなき人も、思ひのほか、暇多

き人よりも、功をなすものなり。されば才のともしきや、学ぶことのおそきや、暇のなきやによりて、思ひくづれ
て、やむことなかれ。とてもかくても、つとめだにすれば、出来るものと心得べし。すべて思ひくづるをるるは、
学問に大いにきらふことぞかし。

（とどのつまり学問は、ただ年月を長く倦むことなく怠ることなく、励み努力することが大事なのであって、学び
方は、どのようであってもよいもので、それほど拘らなくて良いものである。どれほど学び方が良かったとして
も学ぶのを怠って努力しなければ、成功できない。またその人に才能があるかないかで、その功業の度合い
はたいそう異なるけれど、才不才は、生まれ着いてのことであるので、努力では及びも付かない。しかし大抵
は、才能のない人であっても、努力し励んでいれば、案外功業を残すこともある。また忙しくて時間のない人も、
案外、暇のある人よりも、功業を残すものである。したがって、才能が乏しいことや、学び始めるのが遅かった
ことや、暇のないことによって、学問への思いを断念して、やめてはいけない。とにもかくにも、努力さえすれ
ば、学問は出来るものであると理解することだ。何事にせよ断念することは、学問においてたいそう嫌うことで
ある。）

先日、６年生の教室を訪れると「歴史」を学習していました。江戸時代の「町人の文化と新しい学問」の単元
で、本居宣長について学んでいました。教科書には「本居宣長は、『古事記』の研究に全力を注ぎ、３５年かけ
て『古事記伝』という書物を完成させました。また、宣長は国学（仏教や儒教などが中国から伝わる前の日本
人が持っていた考え方を研究する学問）の研究を進めていくうちに、社会や政治に目を向けるようになり、政
治をおこなう人の心構えを説きました」と記述されています。「古事記」は、和銅５年（７１２年）に太安万侶が編
纂し、元明天皇に献上された現存する日本最古の歴史書です。編纂当時の日本人はしゃべる言葉は持って
いたものの片仮名も平仮名もありませんでしたので、仕方なく中国から伝わった漢字をあてて書かれました。
そのため、しばらくすると、誰も読むことができなくなっていたのです。その古事記を誰もが読めるようにしたも
のが本居宣長の「古事記伝」なのです。読めない文書を読もうとするわけですから、その作業は困難を極めま
した。そのため、完成までに３５年もの歳月を要することとなりました。現代の日本人が古事記を読めるのは
本居宣長の３５年の血のにじむような努力の賜物なのです。
本居宣長は、古事記伝を完成させた後、弟子たちに懇願されて、「うい山ぶみ」という言わば学問の入門書

を著しています。冒頭の文書は、「うい山ぶみ」の一節です。「ただ年月長くうまず怠らずして、はげみつとむる
ぞ肝要」この言葉に、３５年かけて「古事記伝」を完成させた宣長の信念がうかがえるような気がします。また、
「とてもかくても、つとめだにすれば、出来るものと心得べし。すべて思ひくづるをるるは、学問に大いにきらふ
ことぞかし」は、意訳すると「やればできる」「あきらめたら、そこで試合終了ですよ」ということになると思います。
宣長のような天才であっても、難しい勉強に取り組むには、地道に努力する以外なかった。そのことに、私は
励まされるのです。

今回は、本居宣長の勉強法を紹介しました。皆さんの参考になれば幸いです。



６年生と１年生の交流
６年生 ピースキャラバン
贄田先生

雪の修学旅行

４年生 社会科見学
３年生 豆豆パーティー

休業中に新型コロナウイルスに感染したら・・・

１２月１７日（木）、１８日（金）、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で延期されていた修学旅行が、日光
方面に目的地を変更して、実施されました。７８名の６年生全員が参加しました。星野富弘さんの作品に心を
打たれ、銅山開発の苦労を知り、華厳の滝のスケールに驚き、豪華絢爛な東照宮の目の当たりにし、東武
ワールドスクエアで「世界旅行」を楽しみました。何よりもホテルでの友との語らいが楽しかったのではないで
しょうか。あいにくの降雪で大変でしたが、「雪の修学旅行」は、一生の思い出になると思います。保護者の皆
様には、お見送りお出迎えいただきありがとうございました。

児童、御家族に感染の情報がありましたら、学校携帯（０８０６７３１４２０９）まで、ご連絡いただくよう
お願いいたします。


